


　所変われば品変わる。時代が変わればクルマも変わ
るー。メルセデスの最高位に長らく君臨していたのは
紛れもなくセダンのSクラスであったが、昨年デビューを
果たした新型 SUVには、 GLのSクラスの意からGLS
のネーミングが与えられた。そう、Sクラスも時代の変
化に合わせ、セダン以外のボディの需要に対応してき
たのだ。
　これに敏感に反応したのが、世のハイエンドSUVオー
ナーたちだ。メルセデスの良さは熟知していても、従来
の選択肢はどうしてもGクラスに偏りがちになり、そのG
はよく言えば「伝統的、無骨、媚びない、リアル」な
一台だが、悪く言えば「古い、誰でも乗ってる、今さら」

なクルマ。となれば、時代にあったスタイリングとV8・5.5
ℓツインターボのスペックを兼ね備えるGLS63に手を伸
ばしてしまうのは、ごくごく自然な流れといえる。
　そんなGLSに、あれやこれやの足し算的モディファイ
など一切ご無用。確かにまだ選べるほどのアフターパー
ツが出回っていないこともあるが、そんなマネをしなくて
もただそこに在るだけで貫禄十分なのだから、手を入れ
るのはモディファイの基本線であるホイールとサスだけで
こと足りる。
　純正で22インチを履くホイールに取って代わったの
は、ブラバス・モノブロックFの23インチ。これだけデカ
くなると軽さと強度の両面から鍛造であることはマストとな

ブラバスの鍛造23インチとロリンザーのモジュール。
名門のアクセサリーたちが足元にオーラをもたらす

り、当然値段も張るが、GLSオーナーにとってそれは大
した問題ではない。問題なのは、むしろそのままただ履
くだけのこだわりのなさ。そこでオーナーとプロデューサー
である福岡の名店「EC スペック」は、モノブロック F の
表面を覆うペイントをはく離し、半ツヤ消しブラックのパウ
ダーコートフィニッッシュにすることを決断。これがダイヤ
モンドホワイトのボディカラーにメリハリをつけ、ロリンザー
のエアサスコントロールモジュールとともに、SUVらしから
ぬスポーティーさをもたらす好循環を促した。
　ライバルたちがひしめくSUVシーンとはいえ、この
GLSならば割って入ることなど造作もない。新たな主役
の登場に、ひれ伏して道を譲るがいい。

WHEEL  BRABUS >> 
Platinum Edition Monoblock F 
F:23×10.5 R:23×10.5
Finish :Half Matt Black Paint
TIRE  CONTINENTAL >> 
Conti Cross Contact 
F : 305/30R23 R:305/30R23
SUSPENSION  LORINSER >> 
Air Suspension Module

MERCEDES AMG GLS 63  2016

SPECIFICATIONS

1 350d、550、63をそろえるバリエーションは、
Gクラスと同様。ただ、G にある65 は設定が
ないので、この 63 がトップモデルとなる。スペッ
クは 585ps/760Nmと、何の不足もナシ。 2

外観で AMG GLS 63 かどうかを判断したいの
ならば、AMG エンブレムの有無と左右のエアダ
クトがつながるバンパー形状を見ればいい。

3ブラバスのホームページによるとプラチナムシルバーとリキッドチタニウムのカラーが選べるが、そ
んな既製品は欲しくないとばかりに、半ツヤ消しブラックのパウダーコート化を敢行。 4リムに固定さ
れたプレートには「プラチナムエディション モノブロック F 23"フォージド」の文字が刻まれる。こ
れこそ本物の証。 5ブラバス・モノブロック F はツインの9スポークが織りなす粗メッシュのように見
えるが、隣のスポークと重なるようなデザインとなっているため、静止状態であっても躍動感を放つ。

AMGライドコントロールサスペンションと呼ばれるエアサスを装備する
のに合わせ、ロリンザーのコントロールモジュールを配置した。こうして
4㎝ほどのダウンが可能になり、腰高感のないシルエットがもたらされた。

MERCEDES AMG GLS 63
メルセデスの新たなる主役
CALL >> EC SPEC（イーシースペック）　[092]406-1414　www.ec-spec.jp
PHOTO >> Nobutaka Koremoto（是本信高）　TEXT >> AKIO SATO（佐藤アキオ）
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